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１．法人の⾧によるメッセージ 

地方独立行政法人北松中央病院（以下「北松中央病院」という。）が位置する佐世保北部地域（吉井

町、世知原町、小佐々町、江迎町、鹿町町）ならびに平戸市、松浦市及び佐々町（以下「佐世保北部

地域等」という。）では、医師の高齢化や後継者不在に伴う診療所の閉鎖など、医療資源の乏しさは深

刻さを増す一方となっている。加えて、佐世保北部地域等には、心筋梗塞、消化管出血など、緊急の

措置が必要な患者を受け入れる医療機関の充実の必要性が極めて高い。このため、救急医療について

は、佐世保北部地域等のみならず、佐世保県北二次医療圏全体を俯瞰した体制維持にも目を向け、地

域住民が安心して日々の生活を営めるよう、公立病院として役割を果たし、加えて、新興感染症等の

感染拡大時に県、市、市医師会など関係機関と連携し、感染症指定医療機関としての役割も果たさな

ければならない。 今後、独自に取り組む医師修学資金制度により第７期中期計画期間中には、医師を

増員する計画であり、これにより救急医療体制の充実が見込まれる。引き続き地方独立行政法人の特

⾧である自主性、自律性を最大限に活用し、佐世保市⾧から示された中期目標を最大限に達成するた

めに取り組んでまいります。 

地方独立行政法人北松中央病院 

理事⾧ 東山康仁 

 

２．法人の目的、業務内容 

（１）目的 

地方独立行政法人は、地域住民に救急医療をはじめとした急性期医療の提供、地域の医療機関と提

携、良質な医療提供システムを構築、住民の健康増進、疾病予防への寄与を目的としています。 

（２）業務内容（地方独立行政法人北松中央病院定款第 11 条） 

法人は、目的を達成するため、次の業務を行います。  

①救急医療を提供すること。 

②人間ドック、健診などの予防医療を提供すること。 

③地域全体の感染予防対策業務及び災害対策医療を提供すること。 

④リハビリ、在宅医療業務を推進すること。 

⑤医療に関する調査及び研究を行うこと。 

⑥介護保険に関する事業を行うこと。 

⑦前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

３．法人の位置づけ及び役割 

  ①急性期医療を担う地域における中核病院 

  ②救急告示病院 

  ③地域災害拠点病院 

  ④第二種感染症指定病院 

 

４．中期目標 

概要（第７期中期目標（令和５年 4 月～令和 8 年 3 月）） 
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地方独立行政法人北松中央病院（以下「北松中央病院」という。）は、平成２２年３月３１日、佐世

保市と北松浦郡江迎町（以下「旧江迎町」という。）の合併に伴い、設置者を旧江迎町から佐世保市へ

承継されて今年で１７年目となる。現在、佐世保市北部地域ならびに平戸市、松浦市及び佐々町（以

下「佐世保北部地域等」という。）においては、医師の高齢化や後継者不在に伴う診療所の閉鎖、医師

をはじめとした医療スタッフの減少など、医療資源が不足しており非常に深刻な状況にある。一方で、

当該地域は、心筋梗塞など疾病に伴う死亡率が高いなど、緊急措置を要する患者を受け入れる医療機

関の充実の必要性が極めて高いといえる。 

こうした中、北松中央病院は、佐世保北部地域等の中核病院としての重責を担っており、周辺の医

療資源の状況を見ても、その存在意義は今後さらに大きくなることが予想されることから、必要とさ

れる医療需要に適切に対応できる体制を構築する必要がある。 

また、医療を取り巻く環境が厳しさを増す中、引き続き地域医療構想の実現に向けて取り組み、地

域に必要とされる自院の立場を見極めこれを明確にするとともに、佐世保北部地域等の医療崩壊を未

然に防ぐ役割を果たさなければならない。 

中でも、感染症指定医療機関としては、今般の新型コロナウイルス感染症の発生・拡大を受けて、

新興感染症等の感染拡大時に必要な対策が機動的に講じられるよう、県、市、市医師会など関係機関

と連携し、その対応に努めていかなければならない。  

また、救急医療については、佐世保北部地域等のみならず、佐世保県北二次医療圏全体を俯瞰した

体制維持にも目を向け、地域住民が安心して日々の生活を営めるよう、公立病院としての努めを果た

して行く必要がある。さらには、医師の時間外労働の上限規制への対応についても、医師の健康を守

る一方で、医療提供体制に支障を及ぼすことがないよう、その体制整備に努めていかなければならな

い。 

以上のことから、地方独立行政法人制度の特⾧を生かした、迅速な意思決定・自律的かつ弾力的な

経営を行い、地域に必要とされる医療を安定的かつ効果的に提供することを求め、中期目標の改定が

令和５年２月に行われました。 

 

５．法人の理念や運営上の方針・戦略等 

【法人の理念】 

生命への畏敬 

 

【運営方針等】 

地方独立行政法人北松中央病院（以下「法人」という。）は、法第２５条第１項の規定により佐世保市

⾧から指示された中期目標に基づき、業務の効果的かつ効率的な運営に努めるものとし、次の業務を行

います。 

①急性期、亜急性期、慢性期医療の提供及び附帯業務 

②救急医療の提供及びその附帯業務 

③人間ドック、健診などの予防医療の提供及びその附帯業務 

④地域の医療機関が利用できる受託検査業務 

⑤地域全体の感染予防対策医療、災害対策医療の提供及びその附帯業務 
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⑥リハビリ、在宅医療の推進及びその附帯業務 

⑦医療に関する調査及び研究並びにその附帯業務 

⑧介護保険に関する事業及びその附帯業務 

 

６．中期計画及び年度計画 

中期目標を達成するための中期計画と当該計画に基づく年度計画を作成しています。 

第７期中期計画と主な指標等 令和７年度計画と主な指標等 

第 2 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

（１） 地域の実情に応じた医療の提供 

内科系の入院・外来機能を維持し、地域住民に安

定した医療の提供 

（２）高度・専門医療 

高度医療の実践に必要な医療機器の更新や整備

を行い、医療従事者を含めた病院全体のスキルアッ

プ 

（３）救急医療 

地域住民の生命を守るため、できる限り多くの救

急搬送を受け入れる 

（４）生活習慣病（予防）への対応 

生活習慣病等の早期発見と予防のため、各種健診

を実施し、生活習慣改善を指導 

（５）感染症医療・災害対策 

第二種感染症指定医療機関として、必要な医療提

供体制を最大限確保し、感染症診療の中核的役割を

果たす 

（６）リハビリテーションの充実 

継続的に急性期及び回復期リハビリテーション

を実施し、患者の早期の在宅復帰を支援 

（７）介護保険サービス 

在宅での介護や治療を安心して満足に受けられ

るよう、在宅サービス（居宅介護支援、訪問看護、

居宅療養管理指導等）を提供 

 

内科系の入院・外来機能を維持し、地域住民に安

定した医療の提供 

 

高度医療の実践に必要な医療機器の更新や整備

を行い、医療従事者を含めた病院全体のスキルアッ

プ 

 

地域住民の生命を守るため、できる限り多くの救

急搬送を受け入れる 

 

生活習慣病等の早期発見と予防のため、各種健診

を実施し、生活習慣改善を指導 

 

第二種感染症指定医療機関として、必要な医療提

供体制を最大限確保し、感染症診療の中核的役割を

果たす 

 

継続的に急性期及び回復期リハビリテーション

を実施し、患者の早期の在宅復帰を支援 

 

在宅での介護や治療を安心して満足に受けられ

るよう、在宅サービス（居宅介護支援、訪問看護、

居宅療養管理指導等）を提供 

２ 医療水準の向上 

（１）医療人材の確保 

地域に必要とされる医療を安定的に高い水準で

提供するため、優秀な医師、看護師、その他の医療

 

地域に必要とされる医療を安定的に高い水準で

提供するため、優秀な医師、看護師、その他の医療
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従事者の確保 

（２）医療従事者の専門性及び医療技術の向上 

職員の医療技術習得へのサポート体制を強化す

ることにより質の高い医療の提供と効率的な病院

経営の両立 

（３）医療人材の育成 

医師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、看護師

の臨床研修の場としての役割 

（４）臨床研究の推進・医療の質の向上 

専門グループによる研究・発表などに積極的に取

り組み、その専門性を高め、医療の発展に寄与 

（５） 施設・設備の充実 

施設の老朽化に伴う⾧寿命化など、将来を見据え

た施設の点検及び改修 

従事者の確保 

 

職員の医療技術習得へのサポート体制を強化す

ることにより質の高い医療の提供と効率的な病院

経営の両立 

 

医師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、看護師

の臨床研修の場としての役割 

 

専門グループによる研究・発表などに積極的に取

り組み、その専門性を高め、医療の発展に寄与 

 

施設の老朽化に伴う⾧寿命化など、将来を見据えた

施設の点検及び改修 

３ 患者サービスの向上 

（１）院内環境の快適性向上 

一部病床の個室への転換など患者のプライバシ

ー確保に配慮した院内環境の整備 

（２）患者満足度の向上・インフォームドコンセン

トの徹底 

社会環境やニーズの変化などを的確に捉え、より

実態に即した項目の調査  

患者と医療者の相互理解を深めるため、できる限

り文書や映像などを利用 

（３）職員の接遇向上 

温かく心のこもった患者対応ができる職員を育

成 

（４）医療安全対策の実施 

職員全員が情報を共有し、未然防止策の検討と運

用の改善 

 

一部病床の個室への転換など患者のプライバシ

ー確保に配慮した院内環境の整備 

 

 

社会環境やニーズの変化などを的確に捉え、より

実態に即した項目の調査 

患者と医療者の相互理解を深めるため、できる限

り文書や映像などを利用 

 

温かく心のこもった患者対応ができる職員を育

成 

 

職員全員が情報を共有し、未然防止策の検討と運

用の改善 

４ 地域医療機関等との連携 

（１）地域医療機関との連携 

不足する医療機能を補うため、他の医療機関と連

携し、地域に求められる医療体制を維持 

（２）地域医療への貢献 

保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々

な施設とのネットワーク、連携及び協力体制の強化 

 

不足する医療機能を補うため、他の医療機関と連

携し、地域に求められる医療体制を維持 

 

保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々な

施設とのネットワーク、連携及び協力体制の強化 
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５ 市の施策推進における役割 

（１）市の保健・医療・福祉行政との連携 

行政が推進する予防医療の実現に向け、企業健

診、がん検診、人間ドックなどの取り組み 

 

行政が推進する予防医療の実現に向け、企業健

診、がん検診、人間ドックなどの取り組み 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 効率的な業務運営と情報公開 

 理事会で業務運営方針を決定し、決定事項に則し

た業務が効率的に行えるよう、経営戦略会議を開催

し、職員全員に周知徹底 

理事会で業務運営方針を決定し、決定事項に則し

た業務が効率的に行えるよう、経営戦略会議を開催

し、職員全員に周知徹底 

２ 事務部門の専門性の向上 

専門性の高い医療クラークを育成し、適切な事務

処理を効率的に行い医療スタッフの負担を軽減 

専門性の高い医療クラークを育成し、適切な事務

処理を効率的に行い医療スタッフの負担を軽減 

３ 職員満足度の向上 

短時間勤務など勤務形態などを考慮して、 職員

の満足度の向上 

短時間勤務など勤務形態などを考慮して、 職員

の満足度の向上 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

１ 経営基盤の確立と財務体質の強化 

安定した医療を提供していくための経営基盤の

安定 

安定した医療を提供していくための経営基盤の

安定 

２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

病床利用率の向上や医療制度、介護制度の改正に

的確に対処するための病棟の再編を検討 

（２）費用の節減 

医薬品費、診療材料費の抑制をはじめ、不必要な

光熱費、水道の節減、雑貨、事務用品の調達方法の

見直しなどにより経費を抑制 

 

病床利用率の向上や医療制度、介護制度の改正に

的確に対処するための病棟の再編を検討 

 

医薬品費、診療材料費の抑制をはじめ、不必要な

光熱費、水道の節減、雑貨、事務用品の調達方法の

見直しなどにより経費を抑制 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 地域医療構想の実現に向けた取組み 

国及び地域の動向を踏まえ、医療需要に応じた病

床の機能分化と地域に求められる医療体制の構築 

国及び地域の動向を踏まえ、医療需要に応じた病

床の機能分化と地域に求められる医療体制の構築 

２ 働き方改革の推進 

⾧時間労働の改善やワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）に配慮した制度などを構築 

⾧時間労働の改善やワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）に配慮した制度などを構築 

３ 新興・再興感染症への対策と対応 

感染症指定医療機関として、県から示された施策

のもと、市、市医師会と連携 

感染症指定医療機関として、県から示された施策

のもと、市、市医師会と連携 
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第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

中期目標期間中の黒字決算 中期目標期間中の黒字決算 

第７ 短期借入金の限度額 

１ 限度額 

限度額 １億円 限度額 １億円 

２ 想定される短期借入金の発生理由 

運営費負担金の受入れ遅延等による資金不足へ

の対応 

運営費負担金の受入れ遅延等による資金不足へ

の対応 

第８ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産がある場合 には、

当該財産の処分に関する計画 

なし なし 

第９ 第８に定める財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

なし なし 

第１０ 剰余金の使途 

決算において剰余金を生じた場合は、病院建物の

整備、修繕、医療機器等の購入等に充てる 

決算において剰余金を生じた場合は、病院建物の

整備、修繕、医療機器等の購入等に充てる 

第１２ 佐世保市地方独立行政法人法の施行に関する規則（平成２２年佐世保市規則第２８号） で定め

る業務運営に関する事項 

１ 人事に関する計画 

資格認定に対して評価を行い、給与に反映 資格認定に対して評価を行い、給与に反映 

２ 施設及び設備に関する計画 

経営状況を勘案し、計画の範囲内で投資を実施  経営状況を勘案し、計画の範囲内で投資を実施 

３ 地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）第４０条第４項の規定により業務の財源に充てる

ことができる積立金の処分に関する計画 

前中期目標期間繰越積立金については、病院建物

の整備、修繕、医療機器等の購入等の財源に充てる 

 前中期目標期間繰越積立金については、病院建物

の整備、修繕、医療機器等の購入等の財源に充てる 

 

７．持続的に適正なサービスを提供するための源泉 

（１）ガバナンスの状況 

北松中央病院は、中期目標等に基づき法令等を遵守しつつ業務を行い、地方独立行政法人北松中央

病院定款第１条の目的を有効かつ効率的に果たすため、役員（監事を除く。）の職務の執行が地方独立

行政法人北松中央病院定款又は、他の法令に適合することを確保するための体制その他業務の適正を

確保するための体制（内部統制システム）の整備に関する事項を業務方法書に定めております。 

（２）役員等の状況 

①役員の状況（令和 8 年 3 月 3１日現在） 

職名 氏名 任期 備考 

理事⾧ 東山 康仁 R7.4.1～R11.3.31 病院⾧ 
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副理事⾧ 高森 謙一 R7.4.1～R11.3.31 副病院⾧ 

理事 富本  仁 R7.4.1～R11.3.31 事務部⾧ 

理事 前田 さとみ R7.4.1～R11.3.31 看護部⾧ 

監事 秋山 久典 R7.7.22～R10 年度財

務諸表承認日 

弁護士 

監事 西内 真紀子 R7.7.22～R10 年度財

務諸表承認日 

税理士 

（３）職員の状況 

令和 8 年３月３１日現在、正職員 205 人、臨時職員 37 人 

（４）重要な施設等の整備等の状況 

①当事業年度中に建替整備が完了した主要施設等 

なし 

②当事業年度において建替整備中の主要施設等 

  なし 

③当事業年度中に処分した主要施設等 

なし 

（５）純資産の状況 

①純資産の状況 

（単位：円） 

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

佐世保市出資金 1,379,083,659 0 0 1,379,083,659 

資本剰余金 460,782,877 29,561,979 0 490,344,856 

利益剰余金 756,600,221 0 193,315,799 563,284,422 

純資産合計 2,596,466,757 29,561,979 193,315,799 2,432,712,937 

②目的積立金の申請状況、取崩内容等 

移行前地方債における元利償還額の当院負担分 

（６）財源の状況 

①財源の内訳 

（単位：円） 

区 分 金額 構成比率（％） 

収入   

運営費負担金 125,644,758 5.4% 

補助金等 94,802,608 4.0% 

業務収入 2,081,938,378 89.1% 

その他収入 34,304,959 1.5% 

合計 2,336,688,703 100％ 

②自己収入に関する説明 
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当院における自己収入として業務収入があります。 

業務収入の内訳としては、入院収益、外来収益などの医業収益や補助金等収益などがあります。 

 

８．業務運営上の課題・リスク及びその対応策  

（１）リスク管理の状況 

「地方独立行政法人北松中央病院リスク要綱」により法人の目標の達成を阻害する可能性を有するリ

スクを的確に把握し、リスク発生の防止又はリスクが発生した場合の損失の最小化を図るリスク管理に

取り組んでいます。リスク管理体制として、理事⾧は、法人の最高責任者として法人のリスク管理を統

括し、一元的なリスク管理体制の構築・推進を指揮し、自らリスク管理統括責任者としてリスク管理の

全ての業務を統括し、各部署⾧は、リスク管理責任者として各部署におけるリスク管理を統括していま

す。また、リスク管理の検討・審議をするためリスク管理委員会を設置しています。 

（２）業務運営上の課題・リスク及びその対応策の状況 

①医療安全対策の推進 

・ 医療事故を防止するため、医療事故等対応マニュアルの運用を徹底し、医療事故等の発生の際

には迅速な対応、適切な現状把握・報告・記録を行い、医療安全推進会議等で情報共有し、再発

防止を検討します。 

・ 医療安全に関わる会議や研修を開催し、医療安全対策の取組や職員の教育を徹底します。 

・ 当院において、病院管理者が予期しなかった患者の死亡事例により設置された事故調査委員会

の調査結果を踏まえ、事故の原因をしっかりと受け止め、その再発防止策を講じるとともに、患

者目線に立った対応の改善を図ります。 

・ レベル０及びレベル１のヒヤリ・ハット事例の積極的な報告を推進し、重大事故の未然防止に

努めます。  

②災害時の医療提供 

・ 大規模災害発生時には、状況に応じた医療救護活動等を迅速かつ適切に行います。 

・ 災害発生に備え、医薬品等の備蓄や設備・建物の定期的な点検・整備を行います。 

・ 各部署が災害発生時などにおいても継続的に医療を提供することができるようにＢＣＰ（事業

継続計画）に沿った想定訓練を行い、ＢＣＰの内容を定期的に見直します。 

③感染症医療の提供 

・ 感染症対策として、標準的な予防策及び発生時の初期対応を徹底し、関係機関と連携しながら、 

院内の機能及び特性を活かした取組を推進します。 

・ 感染防止対策の取組に基づき、感染制御にあたる医師及び看護師を配置します。 

・ 感染管理認定看護師等の専門人材の育成に努めるとともに、当院で策定している感染拡大時の

診療継続計画を適宜見直すなど、平時からの感染症対策に取り組みます。また、感染防護具等の

備蓄についても取り組みます。 

・ 感染制御推進会議や感染制御ワーキンググループにおける検討や情報共有を通して、感染対策

の強化を図りながら、新型コロナウイルス感染症等に適切な対応を行います。 

④適正な業務の確保 

・ 法令等を遵守しつつ業務の適正を確保するため、必要なルール、仕組みを整備し、適切に運用
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できるようにします。 

・ 法人の目標の達成を阻害する可能性を有する要因（以下「リスク」という。）を的確に把握し、 

リスク発生の防止又はリスクが発生した場合の損失の最小化を図るリスク管理に取り組みます。 

  

９．業績の適正な評価の前提情報 

業務実績の概要については、次のとおりです。詳細につきましては、業務実績評価報告書をご覧くだ

さい。 

（１） 地域で担うべき医療の提供 

①地域の実情に応じた医療の提供 

入院・外来機能を維持し、安定した医療を提供することができた。 

診療事業の主要指標 

区   分 R7 目標 R7 実績 達成率（％） 

延入院患者数（人） 36,500 32,812 89.9 

入院診療単価（円） 35,000 33,926 96.9 

延外来患者数（人） 56,100 53,842 96.0 

外来診療単価（円） 16,800 16,338 97.3 

病床利用率（％） 69.4 63.8 91.9 

平均在院日数（日） 19.0 18.3 103.7 

②高度・専門医療 

感染対策を実施しながら専門医による透析医療の提供を継続し、内視鏡検査および処置（内視

鏡粘膜剥離術、緊急止血術、緊急胆道ドレナージ術を含む。）や心臓カテーテル検査、治療も継

続して行った。 

医療機器等の利用件数 

区   分 R7 目標 R7 実績 達成率（％） 

ＭＲＩ検査装置利用件数（件） 950 928 97.7 

ＣＴ検査装置利用件数（件） 3,800 3,996 105.2 

血管造影装置利用件数（件） 150 144 96.0 

内視鏡検査件数（件） 3,500 3,155 90.1 

透析件数（件） 17,500 15,922 91.0 

③救急医療 

地域での２次救急病院として、今年度は 716 台の救急車の受け入れを行い、95.9％の診療完結

率を保持し、1,000 名を超える時間外の患者にも対応した。 

救急医療の主要指標 

区   分 R7 目標 R7 実績 達成率（％） 

救急車搬送受入件数（件） 650 716 110.2 

救急外来患者数（名） 2,000 1,805 90.3 

時間外外来患者数（名） 1,350 1,093 81.0 



 

10 

 

２次医療完結率（救急車搬入中北松中央病院 
での診療完結率）（％） 95.0 95.9 100.9 

④生活習慣病（予防）への対応 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導士、管理栄養士などが連携し、糖尿病患者へ食事、運動、服薬、

インスリン注射などを含めた日常生活の指導やフットケアなど専門的ケアを行った。さらに合併

症である循環器疾患、糖尿病性腎症に対しても専門医、心臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導士

などが早期から介入し治療にあたり、血液浄化センターを用いて地域の透析患者の治療を行った。 

⑤感染症医療・災害対策 

新たな新興感染症の感染拡大時に備え、即応病床として稼働していくため全職員対象に研修会

を開催し、感染対策の周知と啓蒙を行った。また、感染管理認定看護師により最新のエビデンス

に基づいた感染対策を計画し、実施し、その効果を評価しながら安全な医療環境を整えることが

できた。また、県と医療措置協定を締結し、３か月分以上の活動に必要な感染防護具等（サージ

カルマスク、N95 マスク、アイソレーションガウン、フェイスシールド、非滅菌手袋）を備蓄し、

佐世保市地域保健医療対策協議会、感染症発生動向調査など市、市医師会と情報を共有し、県北

地域保健医療対策協議会において県北地域とも連携しつつ地域における中心的役割を果たした。

また、今年度は、県北保健所と新型インフルエンザ等感染症等患者発生における搬送訓練を行い、

引き続き新型コロナウイルス感染症の予防に備え、発熱外来、入院時検査として抗原定量検査を

中心に 4,000 件以上の診断検査を行い、19 名の患者の入院受け入れを行った。 

災害対策については、災害拠点病院として重要な役割を完遂できるように院内などで訓練を実

施し、研修に参加した。 

災害医療への取組み状況 

区   分 R7 目標 R7 実績 達成率（％） 

災害医療訓練の回数（回） 2 3 150.0 

災害医療研修の回数（回） 3 1 33.3 

⑥リハビリテーションの充実 

今年度のリハビリテーションは感染予防を継続し、急性期から回復期リハビリを個別により充

実した訓練を行うことができた。 

リハビリ部門の主要指標 

区   分 R7 目標 R7 実績 達成率（％） 

脳血管疾患単位数 ※（単位） 1,600 2,088 130.5 

廃用症候群単位数（単位） 1,000 817 81.7 

運動器単位数（単位） 15,000 15,865 105.8 

心大血管疾患単位数（単位） 4,200 4,002 95.3 

呼吸器単位数（単位） 7,000 7,909 113.0 

摂食機能療法回数（回） 100 130 130.0 

理学療法士の確保数（名） 7 8 114.3 

作業療法士の確保数（名） 2 2 100.0 

言語聴覚士の確保数（名） 1 1 100.0 
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⑦介護保険サービス 

今年度は感染予防に継続して居宅介護支援、訪問看護、ＭＳＷ、リハビリ科、外来等において

情報の共有、事例検討などカルテや院内メールなどを利用して連携がスムーズにいくように努め

た。 

   訪問看護等の主要指標 

区   分 R7 目標 R7 実績 達成率（％） 

居宅介護支援事業における居宅稼働件数
（件） 

870 1,023 117.6 

訪問看護における訪問件数（件） 3,600 4,087 113.5 

ＭＳＷ相談人数（人） 1,000 1,111 111.1 

 

１０．業務の成果と使用した資源との対比 

令和 7 年度の業務実績とその自己評価 

業務の具体的な取り組みについては、次のとおりです。 

項目 評定 

第２ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 B 

 ２ 医療水準の向上 B 

 ３ 患者サービスの向上 B 

 ４ 地域医療機関等との連携 B 

 ５ 市の施策推進における役割 B 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 １ 効率的な業務運営と情報公開 B 

 ２ 事務部門の専門性の向上 B 

 ３ 職員満足度の向上 A 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 １ 経営基盤の確立と財務体質の強化 C 

 ２ 収益の確保と費用の節減 B 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

 １ 地域医療構想の実現に向けた取組み B 

 ２ 働き方改革の推進 B 

 ３ 新興・再興感染症への対策と対応 B 

   全ての項目に対する行政コスト（資源）：2,509 百万円 

 

１１．予算と決算との対比 

（単位：円） 

区分 予算額 決算額 差額理由 

収入    
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 医業収益 2,219,980,000 1,992,851,594 ① 

 運営費負担金等収益 127,945,000 125,644,758 ② 

 補助金等収益 29,519,000 91,620,254 ③ 

 その他収益 113,665,000 119,289,743 ④ 

計 2,491,109,000 2,329,406,349  

支出    

 医業費用 2,310,630,000 2,262,003,386  

  給与費 1,390,500,000 1,390,466,045  

  材料費 469,897,000 399,719,519 ⑤ 

  経費 441,033,000 463,293,961 ⑥ 

  研究研修費 9,200,000 8,523,861  

 建設改良費 44,000,000 77,390,746 ⑦ 

 償還金 138,095,000 138,095,821  

 その他費用 33,662,000 35,353,739 ⑦ 

計 2,526,387,000 2,512,843,692  

予算額と決算額の差額の説明 

①入院・外来患者、診療単価が目標値より減少したことによる 

②支援金によって収入が増加したことによる 

③病床数適正化支援、賃上げ・物価上昇支援事業などに対する支援金があったことによる 

④訪問看護などの収益の増加、公用車の売却により増加したことによる 

⑤入院・外来患者数が目標値より減少して、材料費が減少したことによる 

⑥電気、ガス料金、減価償却費などが増加したことによる 

⑦電子カルテサーバーの更新、支援金による医療機器を整備したことによる 

⑧予算額の計上誤りのため 

 

１２．要約した財務諸表 

（１）貸借対照表 

（単位：円） 

資産の部 金額 負債の部 金額 

固定資産 2,163,452,441 固定負債 1,104,985,883 

 有形固定資産 2,007,484,082  資産見返負債 25,768,646 

 無形固定資産 10,652,139  ⾧期借入金 165,790,000 

 投資その他の資産 145,316,220  移行前地方債償還債務 318,647,513 

流動資産 1,696,372,494  引当金 562,065,944 

 現金及び預金 1,331,726,875  ⾧期リース債務 32,713,780 

 医業未収金 314,879,713 流動負債 322,126,115 

 未収金 4,494,200  一年以内返済⾧期借入金 60,494,000 
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 棚卸資産 43,774,063  一年以内返済移行前地方債 60,360,064 

 その他 1,497,643  未払金 113,731,816 

   引当金 50,000,000 

   短期リース債務 5,636,400 

   その他 31,903,835 

  負債合計 1,427,111,998 

  純資産の部 金額 

  資本金 1,379,083,659 

  資本剰余金 490,344,856 

  利益剰余金 563,284,422 

  純資産合計 2,432,712,937 

資産合計 3,859,824,935 負債純資産合計 3,859,824,935 

（２）行政コスト計算書 

（単位：円） 

科目 金額 

 損益計算書上の費用  

   医業費用 2,358,803,563 

   一般管理費 115,857,953 

  営業外費用 34,739,101 

  臨時損失 7 

 行政コスト合計 2,509,400,624 

（３）損益計算書 

（単位：円） 

科目 金額 

 経常収益（A） 2,343,194,750 

  営業収益 2,290,221,702 

  営業外収益 52,973,048 

 経常費用（B） 2,509,400,617 

  医業費用 2,358,803,563 

  一般管理費 115,857,953 

  営業外費用 34,739,101 

 臨時利益（C） 2,452,054 

 臨時損失（D） 7 

 当期純損失（B－A－C＋D） 163,753,820 

（４）純資産変動計算書 

(単位：円) 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 純資産合計 
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当期首残高（A） 1,379,083,659 460,782,877 756,600,221 2,596,466,757 

当期変動額（B） 0 29,561,979 ▲193,315,799 ▲163,753,820 

 損失の処理 0 0 ▲159,343,539 ▲159,343,539 

 その他 0 29,561,979 ▲33,972,260 ▲4,410,281 

当期末残高（A＋B） 1,379,083,659 490,344,856 563,284,422 2,432,712,937 

（５）キャッシュ・フロー計算書 

（単位：円） 

科目 金額 

業務活動によるキャッシュ・フロー 42,153,979 

  診療業務活動によるキャッシュ・フロー 524,750,113 

  その他の業務活動によるキャッシュ・フロー ▲472,937,488 

  利息受払額 ▲9,658,646 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲133,571,609 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲134,123,359 

資金増加額（又は減少額） ▲225,540,989 

資金期首残高 1,194,323,029 

資金期末残高 968,782,040 

 

１３．財政状態、運営状況及びキャッシュ・フローの状況の説明情報 

（１）貸借対照表 

＜資産＞ 

令和 7 年度末現在の資産合計は 3,859,825 千円と、前年度と比較して 340,080 千円減（8.1％減）

となっています。これは、前年度末と比較して流動資産の現預金、医業未収金等が 205,402 千円減

（11.1％減）、固定資産の建物等資産が 139,567 千円減（8.1％減）となったことが主な要因です。 

＜負債＞ 

令和 7 年度末現在の負債合計は 1,427,112 千円と、前年度と比較して 176,326 千円減（11.1％減）

となっています。これは、前年度末と比較して、固定負債の資産見返補助金等、⾧期借入金及び移

行前地方債償還債務等が 141,478 千円減（8.8％減）となったことが主な要因です。 

＜純資産＞ 

純資産は 2,432,713 千円と、前年度比 163,754 千円減（6.3％減）となっています。これは、当期

総損失 159,344 千円を計上したことが主な要因です。 

（２）行政コスト計算書 

当事業年度の行政コストは 2,509,401 千円です。内訳としては全額が損益計算書上の費用です。 

（３）損益計算書 

＜経常収益＞ 

令和 7 年度の経常収益は 2,343,195 千円と、前年度と比較して 48,345 千円増（2.1％増）となって

います。これは、前年度と比較して病床数適正化支援金等の補助金が 64,294 千円増（100.0％増）、
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資産見返運営費負担金戻入が 30,297 千円増（74.2％増）となった一方で、外来診療収益が 65,577

千円減（12.2％減）となったことが主な要因です。 

＜経常費用＞ 

令和 7 年度の経常費用は 2,509,401 千円と、前年度と比較して 38,592 千円減（1.5％減）となって

います。これは、令和 7 年度において材料費が 58,233 千円減（1.5％減）、設備関係費が 20,994 千円

減（6.1％減）となった一方で、給与費が 42,792 千円増（3.2％増）、光熱水費が 5,539 千円増（5.4％

増）となったことなどが主な要因です。 

＜当期純損失＞ 

令和 7 年度の当期純損失は 163,754 千円となり、前年度と比較して 89,137 千円増（前年度は

252,891 千円の当期純損失）となっています。これは、前年度と比較して経常利益が 86,604 千円増

（前年度は 252,810 千円の経常損失）となったことが主な要因です。 

（４）純資産変動計算書 

当事業年度の純資産は損失の処理として 159,344 千円減少した結果、2,432,713 千円となりました。 

（５）キャッシュ・フロー計算書 

＜業務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

令和 7 年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 42,154 千円の収入となり、前年度と比較して

100,813 千円の収入増（171.9％増）となっています。これは、前年度と比較して診療業務活動によ

る補助金等収入が 62,513 千円増（198.5％増）となったことが主な要因です。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

令和 7 年度の投資活動によるキャッシュ・フローは 133,572 千円の支出となり、前年度と比較し

て 35,603 千円の支出増（36.3%増）となっています。これは、前年度と比較して定期預金の預入に

よる支出が 35,195 千円増（10.7％増）となったことが主な要因です。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

令和 7 年度の財務活動によるキャッシュ・フローは 134,123 千円の支出となり、前年度と比較し

て 79,712 千円の支出増（146.5％増）となっています。これは、前年度と比較して⾧期借入による

収入が 39,600 千円減（100.0％減）、⾧期借入金の返済による支出が 37,476 千円増（119.2％増）と

なったことが主な要因です。 

 

１４．内部統制の運用に関する情報 

法人役職員の職務の執行が地方独立行政法人法、他の法令、佐世保市の条例若しくは規則又は定款に

適合することを確保するための体制、その他業務の適正を確保するための内部統制体制を整備し、内部

統制に係る取組みについて、検討及び審議等を行うため内部統制委員会を整備しております。また、通

報者の保護を図るとともに、通報の受付・調査等必要な対応を実施するため、「地方独立行政法人北松中

央病院公益通報者保護要綱」を整備しています。監事は、当院の業務、会計及び契約事務に関する監査

を行います。監査結果報告書を理事⾧に提出し、監査の結果、是正又は改善を要する事項があるときは

報告書に意見を付すことができます。 また、「地方独立行政法人北松中央病院内部監査実施要領」を整

備し、当院の業務運営の実情を調査し、その効果的かつ効率的執行を図るとともに、予算執行及び会計

経理の適正を期することを目的としています。運営費負担金等を原資とする予算の配分が適正に実施さ
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れることを確保するための体制整備を行い、理事会において期首時点の予算額を決定しています。 

１５．法人の基本情報 

（１）沿革 

平成 17 年 4 月 一般地方独立行政法人として設立 

（２）設立根拠法 

地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号） 

（３）組織図（令和 8 年４月１日） 

 
（４）病院の所在地（令和 8 年４月１日現在）  

    ⾧崎県佐世保市江迎町赤坂２９９ 

（５）主要な財務データの経年比較 

（単位：千円） 

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

栄養科

地域医療連携室

事務部

看護部

診療部

副病院⾧理事⾧兼病院⾧

医事課

経理課
理 事

理事会

訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所

庶務課

施設課

東５階病棟

東３階病棟

南３階病棟

血液浄化センター

外来
（外科系・内科系・救急）

医局

薬剤部

臨床検査科

放射線科

リハビリテーション科
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経 常 収 益 2,775,673 2,926,641 2,312,213 2,294,850 2,343,195 

経 常 費 用 2,537,293 2,620,678 2,499,907 2,547,660 2,509,401 

当期総利益〔又は(△)損失〕 238,049 305,963 ▲191,315 ▲247,875 ▲159,344 

資 産 4,448,166 4,765,319 4,518,097 4,199,905 3,859,825 

負 債 1,713,457 1,724,647 1,668,740 1,603,438 1,427,112 

利益剰余金〔又は(△)繰越欠損金〕 979,946 1,258,126 1,038,447 756,600 563,284 

業務活動によるキャッシュ・フロー 538,914 403,178 357,714 ▲58,659 42,154 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲34,284 ▲110,556 ▲225,004 ▲97,969 ▲135,293 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲117,258 ▲76,593 30,472 ▲54,412 ▲134,123 

資 金 期 末 残 高 1,026,151 1,242,180 1,405,363 1,194,323 967,060 

（ 注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります 。 

（６）翌事業年度に係る予算、収支計画及び資金計画 

【予算】 

（単位：千円） 

収入 金額 支出 金額 

医業収益 2,089,930 医業費用 2,246,255 

運営費負担金等収益 95,228  給与費 1,330,197 

補助金等収益 28,623 材料費 440,490 

その他収益 118,295 経費 465,768 

  研究研修費 9,800 

  建設改良費 45,000 

  償還金 129,437 

  その他費用 14,112 

計 2,332,076 計 2,434,804 

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。 

【収支計画】 

（単位：千円） 

区分 金額 

収入の部 2,340,567 

医業収益 2,089,930 

運営費負担金等収益 95,228 

補助金等収益 42,638 

その他経常利益 112,770 

臨時利益 1 

支出の部 2,498,659 

医業費用 2,487,015 

  給与費 1,363,367 
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  材料費 440,490 

  経費 475,694 

  減価償却費 207,464 

支払利息 8,292 

その他経常費用 2,350 

臨時損失 1,002 

純利益 ▲158,092 

目的積立金取崩額 3,792 

総利益 ▲154,300 

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。 

【資金計画】 

（単位：千円） 

区分 金額 

資金収入 3,682,454 

業務活動による収入 2,264,947 

診療業務による収入 2,089,930 

その他業務による収入 175,017 

 投資活動による収入 67,129 

財務活動による収入 0 

前年度よりの繰越金 1,350,378 

資金支出 3,682,454 

業務活動による支出 2,230,613 

診療業務による支出 1,770,687 

その他業務による支出 459,926 

 投資活動による支出 56,760 

 財務活動による支出 129,437 

 翌年度への繰越金 1,265,644 

注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。 

 

１６．参考情報 

（１）要約した財務諸表の科目の説明 

①貸借対照表 

固定資産 

有形固定資産:土地、建物、医療器械など 

無形固定資産:ソフトウェア、電話加入権など 

投資その他の資産:⾧期貸付金（奨学金貸与）など 

流動資産 
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現金及び預金:現金、預金 

医業未収金:医業収益に対する未収金 

未収金:医業以外の収益に対する未収金 

棚卸資産:医薬品、診療材料 

その他:前払費用、立替金など 

固定負債 

⾧期借入金・移行前地方債償還債務:財政融資資金 

引当金 

（退職給付引当金）:将来支払われる退職給付に備えて設定される引当金 

資産見返補助金等:資産見返負債 

⾧期リース債務:リース取引に係る債務 

流動負債 

一年以内返済予定⾧期借入金:一年以内に返済期限が到来する⾧期借入金 

一年以内返済予定移行前地方債償還債務:一年以内に返済期限が到来する移行前地方債償還債務 

未払金:医薬品、診療材料、給食用材料等に係る未払債務 

短期リース債務:リース取引に係る債務のうち一年以内に支払期限が到来する債務 

引当金 

（賞与引当金）:支給対象期間に基づき定期に支給する職員賞与に対する引当金 

その他:預り金、未払費用など 

純資産 

資本金:佐世保市による出資金 

資本剰余金:佐世保市から交付された施設費等を財源として取得した資産に対応する地方独立行

政法人の会計上の財産的基礎を構成するもの 

利益剰余金:業務に関連して発生した剰余金の累計額 

②行政コスト計算書 

損益計算書上の費用 

損益計算書における経常費用、臨時損失 

行政コスト 

地方独立行政法人のアウトプットを産み出すために使用したフルコストの性格を有する

とともに、地方独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコストの算定

基礎を示す指標としての性格を有するもの 

③損益計算書 

医業収益 

医業（入院診療、外来診療等）に係る収益、診療業務に係る施設費等の交付額のうち資

本剰余金へ振替しないもの 

運営費負担金等収益 

看護師養成所等に係る収益、研修受入に係る収益、教育研修業務に係る運営費交付金・

施設費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの 
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補助金等収益 

委託を受けて行う研究に係る収益、臨床研究業務に係る運営費交付金・施設費等の交付

額のうち資本剰余金へ振替しないもの 

その他経常収益 

受取利息、土地建物等貸付料収入など 

医業費用 

医業（入院診療、外来診療等）に要する給与費、材料費、委託費、設備関係費（減価償

却費を含む）など 

支払利息 

看護師養成所等に係る給与費、経費（減価償却費を含む）、研修受入に係る経費など 

その他経常費用 

支払利息、支払手数料など 

臨時損益 

臨時利益：固定資産の売却益など 

臨時損失：固定資産の除却損など 

 ④純資産変動計算書 

当期末残高 

貸借対照表の純資産の部に記載されている残高 

⑤キャッシュ・フロー計算書 

業務活動によるキャッシュ・フロー 

通常の業務の実施に係る資金の状態を表す 

診療業務活動によるキャッシュ・フロー 

医業に係る収入、医業を行うための人件費、医薬品等の材料費購入による支出など 

その他の業務活動によるキャッシュ・フロー 

その他の業務活動による収入、人件費支出など 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の戻入による収入及び預入による支出、固定資産の取得による支出など 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

⾧期借入金の借入による収入及び返済による支出、リース債務償還による支出など 

 

（２）その他公表資料等との関係の説明 

事業報告書に関する報告書等として、以下の報告書等を作成しています。 

●ホームページ：当機構のご案内や各イベント等の募集のほか、各業務を通じて得られた知見や

情報を発信しています。 

●第 7 期中期目標、第 7 期中期計画、令和 6 年度計画 

●業務方法書 

●障害者就労施設等からの物品等の調達の推進を図るための方針 

障害者就労施設等からの物品等の調達実績 
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●業務実績等報告書 

●財務諸表等（財務諸表、附属明細書、決算報告書）など 


